
法律条文の抜粋（法第六条、法第二十二条関連） 
 
 （許可の基準） 
第六条 内閣総理大臣は、第四条第一項の許可の申請が次の各号のいずれにも適合してい

ると認めるときでなければ、同項の許可をしてはならない。 
  一 人工衛星の打上げ用ロケットの設計が、人工衛星の打上げ用ロケットの飛行経路及
び打上げ施設の周辺の安全を確保するための人工衛星の打上げ用ロケットの安全に関

する基準として内閣府令で定める基準（以下「ロケット安全基準」という。）に適合し

ていること又は第十三条第一項の型式認定若しくは外国認定を受けたものであること。 
  二 打上げ施設が、次のイ及びロに掲げる無線設備を備えていることその他の人工衛星
の打上げ用ロケットの飛行経路及び打上げ施設の周辺の安全を確保するための打上げ

施設の安全に関する基準として人工衛星の打上げ用ロケットの型式に応じて内閣府令

で定める基準（以下「型式別施設安全基準」という。）に適合していること又は第十六

条第一項の適合認定を受けたものであること。 
    イ 人工衛星の打上げ用ロケットに搭載された無線設備から送信された当該人工衛星
の打上げ用ロケットの位置、姿勢及び状態を示す信号を直接若しくは他の無線設備

を経由して電磁波を利用して受信する方法により把握し、又は当該人工衛星の打上

げ用ロケットに向けて信号を直接若しくは他の無線設備を経由して送信し、反射さ

れる信号を直接若しくは他の無線設備を経由して受信する方法によりその位置を把

握する機能を有する無線設備 
    ロ 人工衛星の打上げ用ロケットが予定された飛行経路を外れた場合その他の異常な
事態が発生した場合における当該人工衛星の打上げ用ロケットの破壊その他その飛

行を中断する措置（次号及び第十六条第二項第四号において「飛行中断措置」とい

う。）を講ずるために必要な信号を当該人工衛星の打上げ用ロケットに搭載された無

線設備に直接又は他の無線設備を経由して電磁波を利用して送信する機能を有する

無線設備 
  三 ロケット打上げ計画において、飛行中断措置その他の人工衛星の打上げ用ロケット
の飛行経路及び打上げ施設の周辺の安全を確保する方法が定められているほか、その

内容が公共の安全を確保する上で適切なものであり、かつ、申請者が当該ロケット打上

げ計画を実行する十分な能力を有すること。 
  四 人工衛星の打上げ用ロケットに搭載される人工衛星の利用の目的及び方法が、基本
理念に則したものであり、かつ、宇宙の開発及び利用に関する諸条約の的確かつ円滑な

実施及び公共の安全の確保に支障を及ぼすおそれがないものであること。 
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（許可の基準） 
第二十二条 内閣総理大臣は、第二十条第一項の許可の申請が次の各号のいずれにも適合

していると認めるときでなければ、同項の許可をしてはならない。 
  一 人工衛星の利用の目的及び方法が、基本理念に則したものであり、かつ、宇宙の開発
及び利用に関する諸条約の的確かつ円滑な実施及び公共の安全の確保に支障を及ぼす

おそれがないものであること。 
  二 人工衛星の構造が、その人工衛星を構成する機器及び部品の飛散を防ぐ仕組みが講
じられていることその他の宇宙空間探査等条約第九条に規定する月その他の天体を含

む宇宙空間の有害な汚染並びにその平和的な探査及び利用における他国の活動に対す

る潜在的に有害な干渉（次号及び第四号ニにおいて「宇宙空間の有害な汚染等」という。）

の防止並びに公共の安全の確保に支障を及ぼすおそれがないものとして内閣府令で定

める基準に適合するものであること。 
  三 管理計画において、他の人工衛星との衝突を避けるための措置その他の宇宙空間の
有害な汚染等を防止するために必要なものとして内閣府令で定める措置及び終了措置

を講ずることとされており、かつ、申請者（個人にあっては、死亡時代理人を含む。）

が当該管理計画を実行する十分な能力を有すること。 
  四 終了措置の内容が次のイからニまでのいずれかに該当するものであること。 
  イ 人工衛星の位置、姿勢及び状態を制御することにより、当該人工衛星の高度を下げ

て空中で燃焼させること（これを構成する機器の一部を燃焼させることなく地表又は

水面に落下させて回収することを含む。）であって、当該人工衛星の飛行経路及び当該

機器の一部の着地又は着水が予想される地点の周辺の安全を確保して行われるもの 
  ロ 人工衛星の位置、姿勢及び状態を制御することにより、当該人工衛星の高度を上げ

て時の経過により高度が下がることのない地球を回る軌道に投入することであって、

他の人工衛星の管理に支障を及ぼすおそれがないもの       
    ハ 人工衛星の位置、姿勢及び状態を制御することにより、当該人工衛星を地球以外の
天体を回る軌道に投入し、又は当該天体に落下させることであって、当該天体の環境を

著しく悪化させるおそれがないもの 
   ニ イからハまでに掲げる措置を講ずることができない場合において、誤作動及び爆
発の防止その他の宇宙空間の有害な汚染等を防止するために必要なものとして内閣府

令で定める措置を講じ、並びに人工衛星の位置、姿勢及び状態を内閣総理大臣に通知し

た上で、その制御をやめること。 
 


